
第１回定例会 ｜ 令和８年２月12日～３月19日

●市長提出議案…104件（条例案14件　予算案26件　承認案２件　諮問４件　同意案50件
その他８件）

●議員提出議案…１件（意見書案１件）
●議長発議…１件（議員派遣１件）

●全会一致可決…101件　　●賛成多数可決…５件

■表決が分かれた案件の表決結果

議
案
番
号
▼

会
派
名

清新の会 創志会 市民クラブ 公明党 創生会
真政
倶楽部

未来の風
日
本
共
産
党

議
員
名

上
岡

裕
明

大
下

博
隆

田
坂

武
文

貞
岩
　
　
敬

北
林

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越

耕
司

上
田
　
　
秀

向
井

哲
浩

中
曽

久
勝

岡
田

育
三

玉
川

雅
彦

奥
谷
　
　
求

小
池
恵
美
子

落
海

直
哉

景
山
　
　
浩

中
川
　
　
修

石
原

賢
治

下
向
智
恵
子

原
田

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山

貴
志

岩
崎

和
仁

牧
尾

良
二

山
田
　
　
学

宮
川

誠
子

木
村

輝
江

鈴
木

英
士

谷
　
　
晴
美

議案第72号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第85号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第88号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第90号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議 案 の 内 訳

議 決 結 果

表決が分かれた議案名

●議案第72号　 東広島市国民健康保険税条例の一部改正について
●議案第85号　 令和８年度東広島市一般会計予算
●議案第88号　 令和８年度産業団地造成事業特別会計予算
●議案第90号　 令和８年度東広島市国民健康保険特別会計予算
●議案第103号　令和８年度東広島市下水道事業会計予算 詳しくはこちらから
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過
去
最
大
を
更
新
す
る
規
模
の
当

初
予
算
と
な
る
令
和
８
年
度
一
般
会

計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

本
予
算
は
、「
や
さ
し
い
未
来
都

市
、
計
画
か
ら
実
行
の
ス
テ
ー
ジ

へ
」
と
銘
打
ち
、
直
面
す
る
課
題
へ

の
切
れ
目
な
い
適
切
な
対
応
に
加

え
、
超
大
型
の
民
間
投
資
等
を
追
い

風
と
し
た
成
長
投
資
を
進
め
る
こ
と

で
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
と
と

も
に
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
、
そ
し
て
成
長
の
恩
恵
を
広
く

市
民
へ
届
け
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
取
組
み
を
継
承
し
つ
つ
、「
や
さ

し
い
未
来
都
市
」
の
実
現
へ
向
け
、

更
な
る
成
長
の
た
め
の
各
施
策
を
計

画
段
階
か
ら
実
行
段
階
へ
と
発
展
さ

せ
、
そ
の
成
果
を
市
民
の
皆
様
に
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令和８年度一般会計予算

「やさしい未来都市、計画から実行のステージへ」
過去最大規模となる当初予算を可決

議案
第85号

※Well-being（ウェルビーイング）　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされ
た状態にあること。

一般財源
63,956,421
58.7％

特定財源
44,963,579
41.3％

市税
42,090,509
38.6％

市債
9,123,800
8.4％

国庫支出金
18,923,495
17.4％

繰入金（一般）
7,150,172
6.6％

その他（一般）
3,347,403
3.1％

県支出金（特定）
8,169,424
7.5％

繰入金（特定）
2,785,303
2.5％

その他（特定）
5,961,557
5.5％

地方消費税交付金
5,768,337
5.3％

地方交付税
5,600,000
5.1％

（単位：千円）
108,920,000
歳入総額

商工費
3,846,024
3.5％

消防費
4,442,534
4.1％

公債費
8,841,119
8.1％

衛生費
10,691,907
9.8％

総務費
11,248,775
10.3％ 土木費

11,345,404
10.4％

教育費
14,199,041
13.1％

民生費
39,532,846
36.3％

（単位：千円）
108,920,000
歳入総額

農林水産業費
2,268,361
2.1％

その他
2,503,989
2.3％

令和８年度一般会計予算 総額1,089億2,000万円
（前年度比＋18億2,000万円）

【４つの重点テーマ】
Well-being を実感できる地域共生社会の実現

26.8億円（前年度比＋4.6億円）
○災害に強い地域づくりの推進
　・防災意識の啓発（体験型防災イベントの開催）
○多様な主体による活躍の促進
　・女性の活躍支援（女性のビジネススキル向上支援）
注目 地域の担い手確保に向けた協同労働の取組み

次世代学園都市の実現 36.6億円（前年度比＋28.5億円）
○次世代をけん引する先端産業集積の推進
　・産業団地の整備（（仮称）吉川地区産業団地の造成）
○都市形成に向けた道路網等交通ネットワークの充実
　・次世代学園都市ゾーンのまちづくりに向けた道路整備の

促進
○カーボンニュートラルの実現
　・脱炭素化に向けた啓発（脱炭素化セミナーの開催）
注目 次世代学園都市ゾーンのまちづくりに向けた調査検討

多様な主体と地域資源を活かした人口減少地域総合対策
11.9億円（前年度比＋2.0億円）

○地域に活性化をもたらす特性を活かしたまちづくり
　・地域活性化のための行政の取組み（福富みらいベースの
整備）

○地域内経済循環の拡大による地域経済の活性化
　・地域内での生産の強化（東広島こい地鶏の生産振興）
注目 ふるさと納税を活用した地域活力創出の仕組みづくり

子どもの健やかな成長のための環境づくり
127.5億円（前年度比＋8.4億円）

○安心して子どもを産み育てられる支援の充実
　・東広島版ネウボラの充実（５歳児健診の実施）
○子ども・若者を支える地域の子育て支援力の強化
　・コミュニティ・スクールの充実（コミュニティ・スクー
ルシンポジウムの開催）

　・こどもまんなかの居場所（BBベース）づくりの促進
注目 小学校給食費の完全無償化の実現

※
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委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
予
算
特
別
委
員
会
】

Ｑ

こ
の
予
算
に
市
長
が
込
め
ら

れ
た
思
い
を
問
う
。

Ａ

第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

２
つ
の
柱「
世
界
に
貢
献
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
の
ま
ち
」と「
暮

ら
し
輝
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
活
価
値

創
造
の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
市
政

運
営
を
進
め
て
き
た
結
果
、人
口
増
加

や
税
収
の
伸
び
な
ど
、ま
ち
の
成
長
を

実
感
で
き
る
段
階
に
入
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。一
方
で
、対
処
す
べ
き
課

題
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
成
果
と
本
市

の
強
み
を
最
大
限
に
活
か
し
、次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
大
学
等
の
立
地
や

半
導
体
集
積
地
域
と
し
て
の
優
位
性

を
活
か
し
、そ
の
活
力
を
市
内
全
域
へ

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、市
民
が
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
実
感
で
き
る

生
活
環
境
が
整
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。本
予
算
は
こ
う
し
た
方
向
性
を

具
体
化
し
、計
画
か
ら
実
行
へ
移
行
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
、市
民
生
活
の
安

心
を
支
え
る
施
策
と
、将
来
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
投
資
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
た
。

Ｑ

人
口
減
少
地
域
対
策
と
し

て
、
今
住
ん
で
い
る
人
の
大

変
さ
を
実
感
し
自
分
事
と
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

社
会
は
実
現
で
き
な
い
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

人
口
減
少
地
域
の
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か

ら
大
き
な
問
題
と
捉
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
地
区
別
計
画
を
策
定
し
、

実
行
す
る
組
織
と
し
て
地
域
振
興
部

を
設
置
し
た
。
国
の
制
度
も
活
用
し

な
が
ら
地
域
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
地
域
経

済
を
回
し
て
い
く
と
い
っ
た
認
識
を

持
ち
、
活
力
を
増
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
人
材
を
配
し
、
そ
の
地
域
が

元
気
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Ｑ

大
都
市
を
介
さ
ず
世
界
へ
と

つ
な
が
る
※
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ

を
目
指
す
た
め
に
外
せ
な
い
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

次
世
代
学
園
都
市
の
実
現
が

世
界
か
ら
ロ
ー
カ
ル
ハ
ブ
と

認
識
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。そ
の
核
と
な
る
の
が
次

世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、広
島

大
学
周
辺
地
区
と
吉
川
地
区
に
お
け

る
世
界
標
準
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
が
本
市
へ
の
投
資

な
ど
の
好
循
環
を
生
み
、市
民
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
、選
ば
れ
住
み

続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
都
市
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

【
予
算
特
別
委
員
会
】

意見

本
市
議
会
に
お
い
て
決
議
し

た
平
和
施
策
で
あ
る
原
爆
被

爆
資
料
の
多
言
語
化
が
形
に
な
っ

た
。
原
爆
被
爆
資
料
保
存
協
議
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
※
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ピ
ー
ス
の
一
助
と
し
て
ほ
し
い
。

意見

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
災
害
は
い
つ
か
必

ず
来
る
と
い
う
認
識
の
下
で
執
行
部

も
議
員
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

意見

元
気
輝
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
制
度
が
先
行
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
外
出
支
援
や
地

域
サ
ロ
ン
の
支
援
等
を
含
め
た
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
捉
え
る
こ
と
で

良
い
形
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反対

市
民
が
強
く
求
め
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

や
給
食
費
の
無
償
化
、
補
聴
器
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
が
予
算
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
公
的
産
業
団
地

の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
体

力
の
あ
る
企
業
へ
の
大
盤
振
る
舞
い

で
は
な
く
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
中

小
企
業
へ
の
直
接
支
援
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問

題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
独
自
で

行
っ
た
調
査
結
果
に
寄
り
添
う
べ
き

と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛成

本
予
算
は
さ
ら
な
る
東
広
島

市
の
成
長
に
向
け
て
検
討
を

重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
、
計
画

を
実
行
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
す
べ
く

編
成
さ
れ
て
い
る
。
次
世
代
学
園
都

市
の
実
現
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
地
域
活
力
創
出
の
仕
組
み
づ
く

り
、
小
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

の
実
現
な
ど
、
第
五
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
が
目
指
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
未
来
の
実
現
に
向
け
た
役

割
を
担
う
予
算
内
容
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

※ローカルハブ　 地方圏（＝ローカル）における、国内外の様々な都市・地域と連携した（＝ハブ）「自立（独立）都市圏」と定義される造語。
ポジティブピース　 単に戦争のない状態（消極的平和）ではなく、貧困や差別、格差など戦争の原因となる構造的暴力がない状

態（積極的平和）。市議会だより　vol.211　2026.57



広
島
県
教
育
委
員
会
が
令
和
８

年
２
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
今
後

の
県
立
高
等
学
校
の
在
り
方
に
係

る
実
施
計
画
（
素
案
）」
に
お
い

て
、
令
和
15
年
度
ま
で
に
県
立
高

等
学
校
18
校
を
７
校
に
統
合
す
る

方
針
が
示
さ
れ
、
本
市
内
で
は
河

内
高
等
学
校
を
賀
茂
高
等
学
校
へ

統
合
す
る
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
提
出
者
・
賛
成

者
合
わ
せ
て
９
名
の
議
員
か
ら
本

市
議
会
に
、
河
内
地
域
の
実
情
や

ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
等
を
踏
ま

え
た
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
広
島

県
知
事
、
広
島
県
教
育
委
員
会
教

育
長
等
に
対
し
て
求
め
る
意
見
書

案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

Ｑ

河
内
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
河
内
高
等
学
校
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
生
徒
が

学
生
の
視
点
を
取
り
入
れ

な
が
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
伝
統
文
化

を
守
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
る
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

意見

河
内
地
域
は
人
口
減
少
が

続
く
中
、
地
域
に
高
等
学

校
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
が
教
育

環
境
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
い
る
。
統
合
に
よ
り
学
力

の
異
な
る
生
徒
が
同
じ
学
校
に
進

学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
全

て
の
生
徒
に
と
っ
て
適
切
な
学
習

環
境
と
な
る
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
特
に
慎
重
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
生
徒
一
人
一
人
の
学
び

方
や
進
路
に
合
っ
た
教
育
環
境
を

確
保
す
る
と
い
う
観
点
も
重
要
で

あ
る
。
河
内
高
等
学
校
は
教
育
機

関
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
高
等

学
校
が
無
く
な
れ
ば
教
育
機
会
だ

け
で
な
く
地
域
の
活
力
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
高
等

学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
地
域
特

性
や
教
育
の
多
様
性
を
十
分
配
慮

し
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

「地域の未来を担う若者を育てる教育」の継続を求める
意見書（抜粋）

　河内高等学校が立地する河内地域は都市部とは異なる地理的・社会
的特性を有し、河内高等学校も長年地域活動の中心として重要な役割
を果たしてきており、賀茂高等学校への統合により廃校となると、地
域の高等教育における進学先の選択肢など教育機会が縮小されてしま
うことに加え、地域コミュニティの弱体化、さらには、子育て世代の
居住地選択に影響を及ぼし、人口流出に拍車をかけ、移住・定住の鈍
化につながるといったことが強く懸念される。
　また、地域のニーズとして、少人数教育環境を望む中学生が一定数
存在していることに加え、広域オンライン授業の活用や部活動の連携
など、近隣校との協力体制を強化することで、再編を行わずとも学校
の特色化・魅力化を図り、教育効果の向上を実現することは十分に可
能であると考える。
　今回の素案に対し、地域住民、同窓会、住民自治協議会、商工団
体、PTA等からも河内高等学校の存続を強く求める要望が出ているこ
とに加え、東広島市の施策においても人口減少地域総合対策として、
地域特性を活かしたまちづくり、人口の流出抑制などによる地域コ
ミュニティの活性化に積極的に取り組み、未来を担う若者の地域定着
も重視するとしている。
　以上のことを踏まえ、東広島市議会は、県立高等学校の統合・再編
における適切な判断を求め、次のとおり強く要望する。

１　地域住民や関係団体からの要望を重く受け止め、本市の人口減少
地域総合対策及び将来のまちづくりへの影響も十分考慮し、統合・
再編を見直し、河内高等学校を存続校として明確に位置付けること。
２　近隣の高等学校等との連携を強化し、教育内容のさらなる充実を
図ること。

県立高等学校の統合・再編

「地域の未来を担う若者を育てる教育」の
継続を求める意見書を県教育委員会等に提出

議員提出
議案
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